
-6ー

リゾート開発の地i或活性化
及び内需艦大効果について

議��周00 87・ 9

今回lま四全総とリゾートIJfl発についてお

王寺ねしました。

四全総は21世紀への国土づく り の指針と

して， 昭和75年を目桜年次としている。 昨

年12月の中間報告では， 東京fil視の2容だっ

たため地方自治体からの反発にあい， 最終

祭はそれを考慮してのものとなった。 その

組旨は ，①多極分散，＠国土の均衡発展， ①

民活による内需振興を目僚とする，でおる。

こうした方向は，「基－本的には妥当」（盟

国利久， 大山道広など）としながら， その

後で “だが”と続き，「突現性への疑問」が

言われている。 さらに，「具体的・投合的

な計画や政策がない」（上野総也），「東京集

中の是正については， 有効な分析や解決策

が乏しい」 （後i僚新一），「財源， 地価対策，

利害の関終などのJt体策」（井上宗�）など

が指悩されている。 その一方，「法本＝ ン

セプトそのものに無理がある」（竹内公），

「多径分散はリγプサービスJ (JI十芳和），

「j切符できない。 美しい国土がコンクリー

ト化しそうだJ（中 的制維）左手段 l，いも

£仏dιー～
こうした中で， 現実の東京集中化に対

し，「周辺の再開発をもっと霊視すべき」

（井郷利qc_），「集中は一層的事がかかるた

め， 東京と地方の時代の縮図を布市くことが

不可欠」（斎藤精一日11） や「東京の情報集析

を地方がどう利用しうるかをもう少しゐず

べき」（今井賢一）， 「東京の成長が地方の

成長につながる」（佐賀利!JI;)と いうた東

京“重視” の意見がみられた。

次に， 現在ブームのリゾート開発だが，

地方猿91!を口的に全国で200ヵ所近い計画

が進められている。 その多くは「地主主沈下

欧米並みの長期滞在型のレジャーが
定着するのはいつか

…同3人
9阿t後進｜ 15 

にii首む地方自治体や 中央官庁といった供給

サイドの忠広が先行」（後藤新一）したも

のだが， 来たして， これらが内需l広大， 地

域活性化の期待に応えられるものとなるの

であろうか。 評価 は2つに分れ「効泉あ

る」が44%，「あま り 期待できなし 、」 が38%。
「リゾート開発（1内係拡大の目玉J （竹内

宏），「本肢を入れてや るなら， 大いに効果

が為るJ （石山嘉英），「内需弘大の可能性

は無｜浪」（良野卸i彦）な ど が ＂fffi進派” の

代表{91J。 それに対し， 地法の特性を生かす

のがカギとはいえ，「大半は椛恕倒れ」（佐

A木孝男）になるか，「共倒れにな る懸念

が為るJ （久水宏之），「採算に疑問， 実現

するものは少ない」（新聞陽一），「海外と

の絞合の問題等から 効来は 期待待」（徳田

博美）とみている。

そのため ，「過度の依存は望ましくなL、。

地域の活性化（1成長する企染の育成が法

本J （水谷研治）であり「内i山広大 には も

っと有効な手段がある」（｝�；g'fl;i: 1�D，「兎小

屋生活をレジベ・ーで紛らすのは本末転倒。

住宅問題が先J (I誕百景色！：生）などリゾート

開発への消i霊的な見方も目立った。

こうしたものが開発されても長期休日が

とれなければ． 有効利用は出米なし、。 そこ

で1ヵ月位の長WJ滞在型レジ十一の突現Irt

だが， 90年代後半が33%. 2000年以降が44

%。絶望的なのが「I訂正永久に米なし、」

（石山務災） で，「1 �， Hの パカンスを と

るほど日本民族は “ゆと り ”をもてるでし

ょうか？」（的田俊正） との国民性に疑問

符を打つ。欧米並のパカン3止を過ごすには

「仕＜J•をつまらないものにする」（成瀬健

生） しかないのかもしれない。 (/j'｛称略）

労働時間短縮（2000年までに
1800時間なと）の実現性について

「－ Jo司fQ I 発

モの他」斗7

エコノミスト70人に聞きました　『東洋経済　統計月報』9月号-1987.09.00



新
西

。E

器店主器局ml 87・9 -7ー

エコノミス卜70人に聞きました（ 1 ) 

現 名

E大阪大学教授
三 武蔵大学教授

� �応大学教授

't ；百i・京大学教段

：専修大学教筏

� :t;;?i店の水大教J受
t京海銀行調査部長

〕大;f{J祇券経済研究 所
所長

1三三E尚；＿J�参与・ 制ll
部長

こ日本IBM経済調査
、 i部長
� J.並路経済研究所

理事長

l一橋大学教授

l放送大学教授
；；立教大学教J交

大阪大学教授
3立教大学教綬

ι�応大学教授

四全均総 の最終�（多極分散，庁－，，，.・国土
の 衡発展，民活 による内J震！）J!
など について

実 際に東京集 中が起きている以上，ざ,. 東京
周
辺の再開発述をも っと重視す中べ東京集 中が加1 されつつある で，必

姿な政策．だが，この勢いに勝てるか
土地問題はどこの国でも政府ヵ：のコントローノレが重�－五rr�さは民活 よいが，
前
東
段

京
階ではコントロールが基

多
本

の再開発を無視しての 極分散型
の開発部計画の成功はな

が
いと考えたい．

国際 市東 京の成長 地 方都市の成長
につながると考える

“多極分ll＇.｛”とL、うコンセプト
を

を滋合入めし“新［）jj};・定住”など新しい続念n、
て，国土利用の新方 向性を ち出して
いることは評価．しかし，全

が
般
不

的｜に政
策目標と政策手段との関係 明確
で，毎度のこと乍ら“総花的”という
印象はぬぐい難い．政府はどこまで本
気で考えているのか？ 整備新P幹線の
H新i�（1Jnだけが残るのではなL、か

計iilliをl'f-る以上，ほかのアイデアは
ありえないでしょう
東京に%9'し過ぎた機能の 分散を如

も
何

にはかるかを重点的に取り上げて ら
いたかった

全体の方向 と考え方に賛同. 11＇；報化，
国際化の 中での地域の変化と役＇�II］が切
確にされてし、る
大筋としては妥当だが，＊京の首都機
能については，その効率伎の聞から杭
極的に評価し，Ila�＆を解決する追を採
りt.:.'v、
i答ちX:fくべきところに洛ち着いた

端的に言って
作

文にすぎず，尖行はま
た別問題

開発に伴う地｛日目上好について おあミらか
じめそれを規制する何らかの対 が不
可欠

政治的配慮が掻i過ぎて経抗（！�）王寺合性が
凱なわれている
タテマエとして多続分散も国土の均衡

発』工展は当然だが，経済の論J!Jiからいえ

' 
東京

東

集
な

時c
と

将

京

中
い代
し

化
か来

J
集

て

現
の

の
中必

方縮象

之

し

要

図
は
た向

思不

－が
に
を
う

可mつ描っ

欠

拍い
て
く

車
がかか

るのでは 起こって

基「
い
と

五
地
本

る
全方
現

的
総
実

に
の

」
てこ「と

東京
が

最終案でも「 東京一極ぷ悲主義Jの1生
絡は，基本 的には頑として残存してい
る
従全動国の交通 ・ 通信網の強制1lなど産主1主活

き
主

作りによって ，民間の自由な経 i7f
の!i<':'i§を取り除くことを仮先台す、べ

であり 経済力とし、う体力作り
行
先

大学・研究所・文化施設などを先 させるζとは頭でっかちの

化

発金か
ル

融原

路

育
を設

不
国の

作
全

が

中
で

っ
心

多
ゐ
とな

るであろう．東京が休悶際 に
なりつつあるのは， 力 ってインテリジェンス・ピ た
り，大学・研究機関や文 い
からではない

（回答の配列は，制集部への刻活日50音／I阪）

全
以

国にリゾート開発
地
域計画は200

上あるが その 活性化及
び内需肱大策としての効果など
について

ある程度ある
適切に形実 現されれ ば効果あり，ただ
し勤務 態にも工夫の 要結あり
リゾート地 と大都市！羽を ぶ交通網

が大切．海上や空中輸送ーなどを開発
す自ること

歯 時聞の増大（165 日

し

／
ト

語
周
て

手 一
要

期
企）と 所得

水準の上昇で，変リゾー は増収動加
が大きいので，来た

す数
と

るが 季節 奴j係数 変笑 係
して成り立っか．地主主活性化の支決

2
め

co成す手，
と

所失
前

は
も者考敗開

す
で

え
発

た

は
る

さ
地
地

く
れ

獄織
な

れ
い

の
と

ば
訴が位

ま
当

成
せ化然 功

効
ん

Z
す

が
果Ji 

る
地 れ
ま が
ゐったといえるかつもしれません
それも成功 が長っ きjす或ることが対必
E
す
g.そのためには，地 の計 画に

る“創造力”が必要不可欠です

その 中の10～15ヵmがある程度の効
来をもっと思 います
リゾート開発計四への過

活
度の依存は

望ましくない 1色j或の iiイヒIi, Jf;; 
長す

所
る企定

効
業の育成が2古本

拐 の選 さ え誤らな れば，法本がJにし、L、 ）よ虫I!:が期待でけきるが，3そ
J

�の
特色（個性 を活 かす乙とが大
水道，下水， のj;JJ＇除など金のかかる
インフ ラ 強物制自に注力の3

れ
5がある．そ

の上で上 の控針1iをす ば地j談活性
化，内需拡大双方につながると思う．
本肢71>を入れてやるのなら，大いに効
来好例ゐ

（大
る．き

活
東
な投京

化
資デでィなズいニーとダラメン）

す
ド． が

その地域の i生 には多少谷奥！ る
かもしれないが ネーシ

策
ョンワイド

な只ケー
ル

での内需IJL；大 としては
ほとんど効果

発が
なし

リゾート磁間 内需i広大の効果ヵ：をjも或
つことは か．しかし，それ 地
活性化につながるか否かは宅，場所次
t(lと.＇"J].う．また，切実 な｛主 問題布を，訂

F かかえている国で， リゾートへの
要短がそれほど強いとは思えない

期的保要i広大効果はありうる
海討外リゾートとの鐙

れ
合 についての検

がほとんどなさ ていないこと，
並
f
後
U

びに，日本
H

:人にとってはリゾート
裂の

J
lfiに 日制Ci�I＊，年ざ,. 休，也

など について，やるべ ことが
ある
採算に疑問あり，実現するのは少なL、

200
活

も
性

ま
化

コる
に

計
も

画のi多広くは，
も

そのj也版
の 内需 大に ，それほ

欧米並）み
長

（約l

在ヵ型本月レのジ着ャ1ーV J がr.11 
日 に定 する
のはいつ頃か
1990年代後半
1990年代前半l)
2000 年以降

2000年以降2)

その他3)

1990年代後半
2000if＇以降

1990年代後半＜）

1990年代illi半

そのぅ他�ー （ほぼ永
久に なし、）

2000年以降

2000i]O以降

2000年以降
1990年代後半

1990年代後半
その他S)"

ど貢献し
B
なflい

リゾート 発計画は交通例m:の整備が 2000i！ミ以降
前知である．それに若者 刈のリゾ
ート作りl·i地域活性化に多少役立つ
として

大
も過大評価す

も
べきでは

大
ないー

内11.i鉱 への効果 それほど き＜ I 
はないであろう

新首ij)JJリポ
ートにみる
縮労働の実時間現

短
i生

について本
ある
なんと6も｝い
えない
ない7)

ある

;t:，るS)

ある
め品』 Q ー・

ある9)

なんと1も0)い
えない

ない11)

ある

ない山

の」， 。切
200011

年
1\lil 』主

1995 後13) 

なんともい
えない

d品J’スQ U) 

ある15)

au •＝「労めn•r1::JJ五百iiニ11'.J I.,, :lli前川リポートでl!.1990lf.までに初00時1:n. 2000�1＇・までに1soo：咋1::Jを.\l'.定していますが， その尖現性11J （也向1のil118, 9ベージについてもいltO. I)希望をこめて， 2)lf.lill 165 B…完全治休2日制＋:!l)llJ体llll. 3）淀休み長期化現段は定1fするが． I •Jlのバ:/1 Yスをとるほど， 日本民肢は「ゆとりjをもてるでしょう
かれ の も っとも欧米ほど特 及 郡はお く ならない， 5）的 H力でみた所 m 水 準が欧米詑みになった時， 6）取組により多 t-ll ， こ れを従事lする政相はふえる，7〕ヲ•J lf� 時間のH U；大王1':
＊ーをF Iえする， 8) I�；＜につき2日分時短を行えば達成可能な数字． 労使双方の然なに期待， のあるようにしなければならない. 10）法律で誌の長期休暇を規定すれば企業もこ
れに1:1!応していくと！�·.�. 11）政治のリーグーシγプが欠けている， 個別企業の力が及ばない分ffである， 12）日本人n身が時短より所仰を求めていること，l'Jj(：；・こよるl司�鈍
q，力低下の吟山lに企業として時処はn<:a uζ〈いことなどが�1'.!i. 13)1800時1::iについては加i主化＼...， 2000年に可能性あり， l4)tot.ごし， それはl人当たり1800時l::J以上約け
。Eの仕事が無くなるという駅間によって， l？）ただし， 時短波説得の政捻誘滞が必主�－
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エコノミス卜70人に聞きました（ 2) （解答の配yl]Iま，制集部への3'1];{1·日50音順）

欧米並み（約 1 ' 2行自ij川リポ
全国にリゾー ト開発計四は 初0 ． ヵ月？ の長湖沼？ ｜ ー トにみる2接持Z代�i袋詰� I総長妻子討議鰻雛

！ のはいつ頃か ｜ について

四金総の最終案（多極分11'.i，国土
氏 名 ｜ 現 職 名 i の均衡発展，民活による内需源保i

など）について

吉野 俊彦 ｜ 山一証券経済研究所｜ 総花的の感を免れない
特別顧問

司令
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